マックスウェーバー教授逝く by 伊 秋
商
豊
と
經
済
マ
ッ
ク
ス
ク
．
ウ
ェ
ー
バ
ー
教
授
逝
く
三
七
二
伊
秋
猶
抱
バ
イ
ブ
ル
べ
、
ル
ビ
大
挙
名
*
,
教
授
マ
J
ク
ツ
ス
ク
エ
リ
ー
バ
」
博
士
造
-
。
賓
に
経
済
畢
徒
に
ど
・
D
で
l
痛
恨
事
な
-
-
敦
層
は
一
八
六
四
年
四
月
二
十
1
日
エ
ル
フ
ル
ー
に
生
れ
少
に
し
て
シ
ャ
ロ
ブ
テ
ン
プ
ル
グ
の
高
等
畢
校
に
入
り
次
で
,
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
・
ベ
ル
リ
ン
及
グ
ッ
チ
ソ
'
グ
ソ
の
諸
大
学
に
法
律
を
畢
ぶ
。
7
八
八
九
年
伯
林
大
挙
よ
-
ド
ク
・
L
ル
ニ
ー
リ
ス
の
単
位
を
受
け
1
度
司
法
官
界
に
入
-
L
が
去
っ
て
1
八
九
二
年
伯
林
大
挙
に
て
羅
馬
法
及
商
法
を
講
せ
-
。
次
で
翌
年
同
大
撃
に
於
で
商
法
及
狗
逸
法
の
員
外
教
授
ど
な
り
L
T
D
更
に
翌
1
八
九
四
年
に
は
樽
じ
.
P
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
に
赴
き
経
済
畢
教
授
ど
な
る
。
7
八
九
七
年
再
び
樽
じ
て
.
t
イ
デ
ル
ベ
ル
.
ヒ
大
挙
に
敢
鞭
を
抹
-
L
は
蓋
し
碩
畢
ク
一
-
.
ス
の
後
を
虫
へ
る
な
h
C
由
爽
多
病
早
-
講
撃
で
退
き
同
大
畢
名
巷
教
授
ビ
し
て
今
日
七
草
れ
ち
・
。
個
に
フ
ィ
ヒ
テ
社
食
主
義
の
研
究
を
以
て
聞
こ
ゆ
る
マ
リ
ア
ン
子
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
M
a
r
i
a
n
n
e
W
e
b
e
r
は
教
授
の
命
園
な
㌔
教
授
の
著
書
Y
J
し
て
は
L
u
r
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
d
e
r
 
H
a
n
d
e
l
s
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
e
n
 
i
m
 
M
i
t
t
e
l
a
l
t
e
r
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S
t
u
t
t
g
a
r
t
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1
8
8
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i
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m
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in 
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e
d
e
u
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n
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n
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ゐ
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Y
J
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時
4喜
劇
時
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栄
治
;
起
細
部
終
52
問
題
Q
蜘
誌
記
み
1判
邸
中
へ
わ
J
炉
心
LJ4qtS;鐸
~
~
薪
~
樹
容
キ
J
.... 己
'
Y
J
炉
心
-
N
'
Q'" 
Ih 
サ
ー
ミ
持
選
出
:
&
紘
J
ド
n
起
制
定
3
4
R
S
害
~
~
同
判
目
当
Q
r
言
定
時
$
J
1
詳
細
み
1知
県
~
時
G
判
出
景
品
liIl~担当同時E$!.2~
Þ'~.t::-
κ
払
H
ー
ス
戸
説
部
組
v
111
午
111
商
品
却
さ
経
済
三
七
四
「
白
す
る
」
芯
一
式
へ
る
論
文
な
b
。
此
黙
に
於
t
ク
ェ
l
N
l
教
授
は
グ
シ
バ
Y
ト
之
主
張
を
同
う
し
共
に
赴
舎
政
策
等
曾
の
闘
婚
に
し
て
ジ
ュ
モ
ラ
ー
さ
見
解
を
等
う
せ
ざ
る
所
一
奇
三
一
式
ふ
ぺ
し
J
其
二
十
忽
二
十
一
容
に
著
せ
る
り
町
有
O門
g
Z三
R
r
o
開
p
p
g仏
号
「
の
巳
忠
弘
め
ω
閃
宅
一
S
E
E
S
は
ジ
ュ
Y
チ
ェ
グ
1
ぺ
Y
ニ
y
ツ
数
授
が
資
本
主
義
精
一
柳
ご
宗
数
改
革
ぜ
の
関
係
に
「
陸
離
の
明
光
を
投
守
る
も
の
」
ご
讃
せ
る
も
の
、
資
本
主
義
精
神
の
歴
史
的
研
究
ざ
し
て
筆
頭
に
置
く
可
く
以
て
グ
y.
バ
Y
ト
の
好
敵
手
?
な
す
O
(
河
田
嗣
郎
氏
資
本
主
義
的
精
紳
は
幾
分
是
を
組
越
せ
る
も
の
な
り
)
同
誌
二
十
四
忽
に
登
殺
せ
る
M
p
m
g
g
B
-
3
3
0
Z
Z
E含
認
ョ
己
R
B
W
R円
庄
町
民
ω岳
g
の
g
岳山の
r
S
E
R
S
ω
5
m
は
ジ
ュ
タ
ム
ラ
ー
が
名
著
己
正
2
E
P
S門
日
間
の
の
宮
じ
於
て
唯
物
史
観
を
科
率
的
に
征
服
せ
り
ご
一
式
へ
る
に
劃
し
て
其
所
謂
「
征
服
」
の
所
以
を
究
め
ジ
ュ
タ
ム
ラ
ー
が
個
々
現
象
を
一
個
の
普
遍
法
則
に
還
元
せ
る
に
於
て
彼
自
ら
機
械
論
に
陥
れ
る
ぞ
指
摘
し
、
「
此
の
根
本
謬
見
に
し
て
科
率
的
に
全
く
無
償
値
の
ア
ナ
ロ
ギ
ー
が
事
賃
上
倫
未
だ
多
く
の
「
史
的
唯
物
論
者
』
の
み
な
ら
十
我
著
者
(γ
ュ
タ
ム
ラ
l
)
の
頭
脳
を
も
支
配
せ
る
二
ざ
を
知
る
に
徐
b
あ
b
し
さ
難
守
る
も
の
な
b
o
第
二
十
七
谷
の
3
ヨ
r
o
Z可
切
符
骨
二
包
5
E
o
-
-
S
〉
号
岳
は
経
、
済
問
題
解
明
に
封
し
て
心
理
蹴
干
の
重
要
な
る
を
示
す
も
の
さ
し
て
ミ
ュ
ン
ス
-
7
y
・ぺ
Y
ヒ
の
勺
々
の
『
O]O阿
佐
ロ
ロ
門
目
当
一
円
g
n宮
町
ω]oroD
さ
共
に
比
種
研
究
の
重
要
文
献
た
り
叉
同
窓
の
の
B
R
E
E
O
F
5
5
(日
仏
官
官
ヨ
Z
Z
3
5
r
o
の
E
E
m
O
R
R
は
所
謂
ウ
J
ヱ
I
バ
1
・
ブ
ェ
ヒ
子
Y
治
則
刺
戟
(
戚
遊
減
の
法
則
)
さ
限
界
利
用
率
設
さ
を
漣
絡
せ
ん
さ
あ
る
プ
V
ニ
タ
ノ
を
駁
撃
す
る
論
文
な
り
。
其
他
同
誌
に
牧
む
る
数
授
の
務
作
の
重
な
る
も
の
を
掲
れ
ば
左
の
如
し
。
戸口円
Fpmo
色合
σ
A
M
司
mmw-wroロ
ロ
0
2
o
r
g広の
EHWZωω]ロロ門田(出色・
N
N
)
. 
六円一円円
ωの
r
o
ω
Z門出
g
m
H口
町
門
目
。
自
の
め
ず
一
旦
仏
2
関
口
百
戸
H
B三
ωωgωnrmw門叶
r
o
t
s
H
h
o
m
p
(百円山・
N
N
)
河口
ω】
O
ロ門
HCσω
円
m
g
m
N
C
B
mの
F
F
r
o
g門広三一
0
5ロ
ω
Bロ
ω
(出
仏
・
ぷ
)
ジ
ュ
モ
ラ
1
年
報
二
九
O
三
、
玉
、
六
、
)
に
会
に
せ
る
HWEの
F
O
円
ロ
ロ
仏
関
口
一
g
は
長
大
の
雄
篇
自
ら
歴
史
振
の
流
を
汲
h
u
教
授
が
之
に
謝
す
る
見
解
を
知
る
べ
し
、
又
コ
ピ
フ
ー
ド
辞
典
に
も
程
々
の
項
目
守
捻
蛍
し
某
他
の
雑
誌
論
文
一
々
皐
ぐ
可
か
ら
中
。
五
日
人
は
如
上
卓
抜
の
諸
論
文
に
白
て
教
授
の
名
産
伝
敬
慕
す
る
こ
さ
深
か
り
し
が
近
着
の
イ
コ
ノ
ミ
y
ク・
ジ
ャ
1
ナ
Y
誌
は
突
如
ざ
し
て
数
授
の
逝
去
を
傍
ふ
。
年
歯
漸
く
五
十
有
六
。
惜
し
む
ら
〈
術
表
秋
に
宮
め
る
を
。
詳
報
-
一
本
r到
ら
ざ
れ
ざ
も
記
し
て
五
日
人
の
恋
を
叙
ぷ
。
我
校
所
蔵
ジ
ョ
サ
ペ
ア
・
チ
ャ
イ
w
y
ド
著
「
新
貿
易
論
』
の
各
版
に
就
て
武
藤
長
減
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
チ
ヤ
イ
Y
ド
(
〕
。
ω
r
r
n
Z
E
は
西
暦
千
六
百
三
十
年
・
(
我
寛
永
七
年
)
に
生
れ
西
暦
千
六
百
九
十
九
年
(
我
元
総
十
二
年
)
に
死
せ
サ
、
其
著
作
中
最
ゐ
有
名
な
る
新
貿
易
諭
(
〉
Z
0
4
己
ωの
O
C「
ωの
O
町
、
H
，E
L
O
)
我
佼
所
出
納
グ
ヨ
サ
イ
ア
・
チ
ヤ
イ
W
ド
者
新
貿
易
論
の
各
版
に
就
て
三
七
五
